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～足元で見られる景気減速の初期材料は10-12月期以降のＧＤＰに顕在化しよう～ 
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・ 7-9月期の英国の実質ＧＤＰ成長率(速報値)は前期比＋0.8％、同年率＋3.2％と４四半期連続のプラス。

前期の高成長（前期比＋1.2％）から減速したものの、事前予想（同＋0.4％）を上振れした。 

・ 業種別の内訳は、農業（同▲0.3％）、鉱業（▲0.7％）、公益（▲0.2％）がマイナスとなった以外、

製造業（＋1.0％）、建設業（＋4.0％）、卸売・宿泊・外食（＋0.6％）、運輸・通信（＋0.7％）、

企業向けサービス・金融業（＋0.5％）、政府（＋0.6％）が軒並みプラスとなった。建設業の好調持

続には意外感があるが、足元で見られる住宅市況軟化の影響は10-12月期以降のＧＤＰに顕在化しよう。 

・ 需要項目別の内訳は11月24日の一次改定値で明らかとなるが、基礎統計や業種別の推移から判断して、

個人消費、政府消費、固定資本投資がプラスの一方、在庫投資と純輸出がフラット圏の見込み。 

・ 堅調な景気拡大の持続は、ＢＯＥが追加の金融緩和の是非を決するまでになお時間があることを意味

する。とは言え、①雇用改善に翳り、②資本財生産や輸出受注判断の悪化、③各種住宅指標での市況

軟化など、回復モメンタムのピークアウトを示唆する材料は着実に増えている。来年以降は財政再建

が本格化するため、景気への下押し圧力は一段と強まる。政府が財政再建を断行するなか、このまま

雇用環境が悪化に転じれば、来年入り後の景気は失速の瀬戸際に立たされよう。 

■英国：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■英国：業種別ＧＤＰ

出所：英国家統計局 出所：英国家統計局
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■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

09/1-3月期 ▲ 10.2 ▲ 9.0 (▲ 8.7) ▲ 4.9 ▲ 2.5 ▲ 29.6 (0.2) (▲ 0.3) ▲ 29.4 ▲ 26.6
09/4-6月期 ▲ 5.6 ▲ 3.1 (▲ 4.4) ▲ 2.9 0.3 ▲ 20.2 (1.2) (1.3) ▲ 6.0 ▲ 9.8
09/7-9月期 3.5 ▲ 1.2 (▲ 0.8) ▲ 0.6 ▲ 1.9 6.0 (▲ 0.8) (▲ 0.4) 3.7 4.9

09/10-12月期 4.9 1.4 (2.7) 3.3 2.9 ▲ 7.9 (1.0) (▲ 1.3) 15.5 19.3
10/1-3月期 9.1 1.8 (4.8) ▲ 0.1 2.7 12.0 (2.8) (▲ 3.0) ▲ 2.8 8.1
10/4-6月期 5.5 4.7 (5.2) 2.7 4.1 5.7 (1.5) (▲ 0.4) 9.4 9.9
10/7-9月期 － 3.2 － － － － － － － －

出所：英国連邦統計局  


